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(57)【要約】
【課題】主反射鏡や副反射鏡を支持する支持構造部の熱
変形を抑制し、熱変形に伴う望遠鏡の指向方向誤差を低
減することができる望遠鏡主鏡部装置を提供する。
【解決手段】主反射鏡を支持するパイプ部材をセンター
ハブから主反射鏡の周縁部へ放射状に延在して設け、こ
のパイプ部材の端部開口から流入させた空気を、パイプ
部材の管内を通してカバー及び主反射鏡で囲まれる空間
へ流入させる第１の送風機を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観測源からの観測波を反射する主反射鏡と、
　この主反射鏡に対向して設けられ、前記主反射鏡の反射波を集光して観測装置へ反射す
る副反射鏡と、
　前記主反射鏡を裏面から支持する支持構造部であって、前記主反射鏡の裏面中央部に設
けたセンターハブ、及び前記センターハブから前記主反射鏡の周縁部へ放射状に延在して
設けた複数のパイプ部材を有する支持構造部と、
　前記支持構造部を前記主反射鏡の裏面側から覆うカバーと、
　前記パイプ部材の端部開口から流入させた空気を、前記パイプ部材の管内を通して前記
カバー及び前記主反射鏡で囲まれる空間へ流入させる第１の送風機とを備えた望遠鏡主鏡
部装置。
【請求項２】
　センターハブに連結したパイプ部材と連通する空気槽を備え、
　第１の送風機は、前記パイプ部材の端部開口から流入させた空気を、前記パイプ部材の
管内を通して前記空気槽の内部へ流入させ、さらにカバー及び主反射鏡で囲まれる空間を
介して前記カバーの外部へ向けて送出することを特徴とする請求項１記載の望遠鏡主鏡部
装置。
【請求項３】
　空気槽は、主反射鏡の中央部まわりにリング状に設けられ、
　前記空気槽の前記主反射鏡の周縁部側面に沿って複数の第１の送風機をリング状に並設
したことを特徴とする請求項２記載の望遠鏡主鏡部装置。
【請求項４】
　観測源からの観測波を反射する主反射鏡と、
　この主反射鏡に対向して設けられ、前記主反射鏡の反射波を集光して観測装置へ反射す
る副反射鏡と、
　前記主反射鏡を裏面から支持する支持構造部であって、前記主反射鏡の裏面中央部に設
けたセンターハブ、及び前記センターハブから前記主反射鏡の周縁部へ放射状に延在して
設けた複数のパイプ部材を有する支持構造部と、
　前記支持構造部を前記主反射鏡の裏面側から覆うカバーと、
　前記支持構造部に連結したパイプ部材からなり、前記副反射鏡を支持するステー部と、
　前記ステー部のパイプ部材の副反射鏡側の端部開口から流入させた空気を、前記ステー
部のパイプ部材の管内を通して前記カバー及び前記主反射鏡で囲まれる空間へ流入させる
第２の送風機とを備えた望遠鏡主鏡部装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、望遠鏡装置に用いる望遠鏡主鏡部装置に係り、主反射鏡や副反射鏡を支持
する支持構造部の熱変形を抑制し、熱変形に伴う望遠鏡の指向方向誤差を低減することが
できる望遠鏡主鏡部装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の天文学の分野では、より遠方の天体からの観測波をより高精度・高分解能で受信
する要求が高まっている。このため、望遠鏡の反射鏡面性能や、望遠鏡の指向性能には、
より高い精度が必要とされ、また一方では、望遠鏡の大口径化が望まれ、望遠鏡装置全体
の大型化・重量化が進んでいる。
【０００３】
　このように大型化する望遠鏡装置においては、例えば日照によって、装置内の各部での
熱入力条件が異なる。このため、望遠鏡装置内に温度分布が生じ、複雑な熱変形が生じて
指向方向がずれる。また、風圧によっても装置全体が変形し、指向方向に誤差が生じて、
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要求される高い指向性能を得ることが困難となる。
【０００４】
　熱変形を低減させて指向誤差を解消するための従来の技術としては、例えば特許文献１
に開示された、直射日光による構造部材の熱変形を抑制する構造がある。この構造をアン
テナ装置の回転構造部に適用することにより、回転構造部の日射による熱変形を抑制する
ことができる。
【０００５】
　簡単に説明すると、この特許文献１の構造は、構造部材の外周をその外周面に対して間
隔を置いてカバーで覆い、このカバーを形成する複数のカバー区分をバンドで束ね、リブ
により補強している。カバーへの日射で生じた熱量は、構造部材とカバーとの間の空気に
を介して伝達されるが、この熱量は僅かであるので、構造部材の熱変形を抑制することが
でき、アンテナの指向精度に及ぼす影響を減少できる。
【０００６】
【特許文献１】特開平３―４２９０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述のように、特許文献１に開示された熱変形を抑制する構造においては、個々の構造
部材にカバーを設ける構成としているが、構造部材の数が増加するような部分、例えば、
大型望遠鏡装置の主反射鏡の背面に構成する支持トラス構造などでは、部材数が数十から
百以上に及ぶ場合があり、取り付けるカバーの部品点数が増加するという問題点がある。
【０００８】
　また、主反射鏡の支持トラス構造の表面のいたるところに主反射鏡パネルの取付点があ
り、取付点と機械的に干渉しないようにカバーを取り付けるための構造が複雑化するとい
う問題点があった。
【０００９】
　さらに、特許文献１に開示された熱変形を抑制する構造においては、カバーへの日射に
よる熱量が構造部材とカバーとの間にある空気を介して伝達され、その伝達される熱量が
僅かであるとしているが、カバー部分の温度が変化すれば構造部材の温度もそれに従って
変化するので、構造部材全体で見たときに日射による熱入力分布が均一でなくなると、構
造部材の局所的な温度変化が生じ、局所的に熱変形する可能性がある。
【００１０】
　例えば、上記のような主反射鏡をその背面から支持する支持トラス構造においては、支
持トラス構造全体の寸法が大きく、日射条件によっては、日射を直接受ける部分と、主反
射鏡や支持トラス構造の中心部構造によって陰になる部分とが生じる。このため、熱入力
の分布が発生して、支持トラス構造が局所的に熱変形することにより、主反射鏡パネルの
面精度が劣化し、さらには望遠鏡の指向方向誤差を生じてしまうという問題点があった。
【００１１】
　この発明は、上記のような問題点を解決するためになされたもので、主反射鏡や副反射
鏡を支持する支持構造部の熱変形を低減し、望遠鏡の指向方向誤差を抑制して天体等の観
測源からの観測波を受信する望遠鏡主鏡部装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１の発明に係る望遠鏡主鏡部装置は、観測源からの観測波を反射する主反射鏡と
、この主反射鏡に対向して設けられ、前記主反射鏡の反射波を集光して観測装置へ反射す
る副反射鏡と、前記主反射鏡を裏面から支持する支持構造部であって、前記主反射鏡の裏
面中央部に設けたセンターハブ、及び前記センターハブから前記主反射鏡の周縁部へ放射
状に延在して設けた複数のパイプ部材を有する支持構造部と、前記支持構造部を前記主反
射鏡の裏面側から覆うカバーと、前記パイプ部材の端部開口から流入させた空気を、前記
パイプ部材の管内を通して前記カバー及び前記主反射鏡で囲まれる空間へ流入させる第１



(4) JP 2010-39042 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

の送風機とを備えるものである。
【００１３】
　請求項２の発明に係る望遠鏡主鏡部装置は、請求項１の発明に係る望遠鏡主鏡部装置に
おいて、センターハブに連結したパイプ部材と連通する空気槽を備え、
　第１の送風機は、前記パイプ部材の端部開口から流入させた空気を、前記パイプ部材の
管内を通して前記空気槽の内部へ流入させ、さらにカバー及び主反射鏡で囲まれる空間を
介して前記カバーの外部へ向けて送出するようにしたものである。
【００１４】
　請求項３の発明に係る望遠鏡主鏡部装置は、請求項２の発明に係る望遠鏡主鏡部装置に
おいて、空気槽が、主反射鏡の中央部まわりにリング状に設けられ、前記空気槽の前記主
反射鏡の周縁部側面に沿って複数の第１の送風機をリング状に並設したものである。
【００１５】
　請求項４の発明に係る望遠鏡主鏡部装置は、観測源からの観測波を反射する主反射鏡と
、この主反射鏡に対向して設けられ、前記主反射鏡の反射波を集光して観測装置へ反射す
る副反射鏡と、前記主反射鏡を裏面から支持する支持構造部であって、前記主反射鏡の裏
面中央部に設けたセンターハブ、及び前記センターハブから前記主反射鏡の周縁部へ放射
状に延在して設けた複数のパイプ部材を有する支持構造部と、前記支持構造部を前記主反
射鏡の裏面側から覆うカバーと、前記支持構造部に連結したパイプ部材からなり、前記副
反射鏡を支持するステー部と、前記ステー部のパイプ部材の副反射鏡側の端部開口から流
入させた空気を、前記ステー部のパイプ部材の管内を通して前記カバー及び前記主反射鏡
で囲まれる空間へ流入させる第２の送風機とを備えたものである。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１乃至請求項３に記載の発明によれば、主反射鏡を支持する支持構造部のパイプ
部材の端部から外部空気を流入せしめ、管内を通して、カバー部及び主反射鏡により囲ま
れる空間へ流入させるので、支持構造部のパイプ部材に入力される熱を外部空気により排
熱し、支持構造部の局所的な熱変形を抑制することができる。
【００１７】
　請求項４に記載の発明によれば、外部空気を、副反射鏡を支持するステー部のパイプ部
材の端部から流入せしめ、管内を通して、カバー部及び主反射鏡により囲まれるエリアに
流入させるので、ステー部のパイプ部材の入力される熱を外部空気により排熱し、ステー
部の局所的な熱変形を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１による望遠鏡主鏡部装置を用いた望遠鏡装置の外観を
示す図であり、図１（ａ）は望遠鏡装置の正面図であり、図１（ｂ）は望遠鏡装置の側面
図である。図１において、この実施の形態１による望遠鏡装置は、主反射鏡１、副反射鏡
２、支持構造部３、ステー部４、観測装置５、仰角軸部６、ヨーク部７及び装置架台８を
備える。
【００１９】
　主反射鏡１は、複数の反射鏡パネルからなり、観測源からの観測波を反射する。副反射
鏡２は、主反射鏡１で反射された観測波を更に反射して主反射鏡１の中央部に集光する。
支持構造部３は、主反射鏡１の裏側に設けられ、主反射鏡１を支持する。ステー部４は、
図１に示すように主反射鏡１の鏡面に対向する位置に副反射鏡２を支持する。観測装置５
は、副反射鏡２で集光された観測波を受信して観測を行う。
【００２０】
　仰角軸部６は、図１（ａ）に示すように正面Ｕ字状のヨーク部７によって仰角軸まわり
に回動可能に支持される。装置架台８は、ヨーク部７を方位軸まわりに回動可能に支持す
る。ここで、主反射鏡１、副反射鏡２、支持構造部３、ステー部４、観測装置５、仰角軸
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部６、及び図３や図４を用いて後述する送風機を含む装置が望遠鏡主鏡部装置であり、こ
の望遠鏡主鏡部装置が、図１（ｂ）に示すように、仰角軸部６を介して仰角軸まわりに回
動する。
【００２１】
　図２は、図１中の望遠鏡主鏡部装置の主反射鏡及び支持構造部を示す斜視図であり、主
反射鏡１の反射鏡パネルの一部を取り除いて支持構造部３の構造を視認可能に記載してい
る。図２において、支持構造部３のセンターハブ９は、主反射鏡１の裏面中央部に設けら
れ、パイプ部材１０，１１が連結される。これらパイプ部材１０，１１を介して主反射鏡
１の反射鏡パネルを支持するために、センターハブ９は高い剛性を有するように作成され
る。
【００２２】
　パイプ部材１０は、センターハブ９から主反射鏡１の周縁部へ向けて放射状に延在され
ており、パイプ部材１０に沿って主反射鏡１の反射鏡パネルが取り付けられる。また、パ
ネル部材１１は、パイプ部材１０ごとに設けられ、パイプ部材１０を下側から支えるよう
にセンターハブ９に連結されている。なお、望遠鏡主鏡部装置は、センターハブ９が最下
部となる支持構造部３の上に主反射鏡１を取り付けたものとして、以降では、主反射鏡１
の鏡面側を上側とし、その裏面側を下側として適宜説明する。
【００２３】
　側面カバー１２は、主反射鏡１の周縁部側面に設けられ、下面カバー１３は、支持構造
部３における主反射鏡１とは反対側の面を被覆する。隔壁１４は、隣り合うパイプ部材１
０間（又は隣り合うパイプ部材１１間）のほぼ中間位置に設けられ、主反射鏡１、下面カ
バー１３、隣り合うパイプ部材１０及びこれに対応する隣り合うパイプ部材１１で囲まれ
る空間を区画する。
【００２４】
　次に望遠鏡主鏡部の構造について説明する。
　図３は、実施の形態１による望遠鏡主鏡部装置の構造を示す図であり、図２中の主反射
鏡１及び支持構造部３の一部を、パイプ部材１０，１１に沿った主反射鏡１の鏡軸を含む
面で切った場合の断面を示している。図３に示すように、パイプ部材１０，１１は、それ
ぞれ主反射鏡１の反射鏡パネル及び下面カバー１３に沿って、センターハブ９に連結され
る。
【００２５】
　また、センターハブ９には空気槽１６が設けられており、パイプ部材１０，１１のセン
ターハブ９に連結する端部開口と空気槽１６とが連通している。これにより、図３中に矢
印ａで示すように、パイプ部材１０，１１の管内の空気が空気槽１６へ流入可能となって
いる。
【００２６】
　また、空気槽１６には、送風機１５が取り付けられている。送風機１５は、空気槽１６
内の空気を、側面カバー１２、下面カバー１３及び主反射鏡１で囲まれる空間に向けて送
出する（図示の矢印Ａの方向へ送風する）。このとき、パイプ部材１０，１１の主反射鏡
１の周縁側の端部開口から外部空気が取り込まれ、パイプ部材１０，１１の管内を通って
空気槽１６へ流れ込む。
【００２７】
　送風機１５によって側面カバー１２、下面カバー１３及び主反射鏡１で囲まれる空間に
送出された空気は、側面カバー１２に設けたメッシュを通して再び支持構造部３の外部へ
排出される。
【００２８】
　図３に示すように、主反射鏡１の反射鏡パネル裏面とパイプ部材１０のセンターハブ９
への連結箇所との間に送風機１７を設け、この送風機１７によって、図３中に矢印ｂで示
した流れで空気を排出するように構成してもよい。このように構成することで、送風機１
７により主反射鏡１の中央部へ向かう空気を淀みなく排出することができる。
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【００２９】
　なお、主反射鏡１の周縁部において、主反射鏡１、側面カバー１２及び下面カバー１３
の間に空隙が設けられている。この空隙を介して外部から流入した外部空気が、図３中に
矢印ｃで示すようにパイプ部材１０，１１の端部開口へ流入し、管内を通ってセンターハ
ブ９の空気槽１６へ流入する。また、パイプ部材１０，１１の端部を側面カバー１２から
外部に突出するように設けてもよい。
【００３０】
　このように支持構造部３内で外部空気を循環させることにより、パイプ部材１０，１１
の内部を常に外部空気が通過し、これを媒体として日射等によりパイプ部材１０，１１に
入力される熱が排熱される。また、外部空気の循環によって、パイプ部材１０，１１の軸
方向の熱伝達も向上させることができる。従って、パイプ部材１０，１１の局所的な温度
上昇が抑えられ、熱変形を低減できる。
【００３１】
　上述したように、図３は主反射鏡１の鏡軸を含む断面を示しており、これは主反射鏡１
の中心部から周縁部を望む所定の中心角θ分の扇状部分の断面ともいえる。また、図２で
見れば、センターハブ９からそれぞれ２４本のパイプ部材１０，１１が主反射鏡１の中央
部から周縁部へ向かって放射状に延在して設けられており、中心角θ＝１５°の扇状部分
が２４区画に区分けされた構成とみなせる。この扇状部分の区画において、隣り合う区画
同士で空気の流出入がないように隔壁１４を設けている。
【００３２】
　また、図２を立体的に見ると、センターハブ９に設けた空気槽１６は、主反射鏡１の中
央部まわりにリング状に設けられる（主反射鏡１の中央部まわりにリング状に配置された
センターハブ９の１つの円周に沿って設けられる）。ここで、各空気槽１６は、２４区画
の扇状部分に対応して個別の空間をなしている（空気槽１６間で空気の流出入はない）。
【００３３】
　送風機１５は、各空気槽１６ごとに空気槽１６の１つの面（主反射鏡１の鏡軸から見て
外周側の面）に設けられている。また、送風機１５は、主反射鏡１の鏡軸を中心に（主反
射鏡１の中央部まわりに）リング状に設けられた空気槽１６の主反射鏡１の周縁部側面に
沿って２４個が並べて配置されている。このとき、２４個の送風機１５の各送風方向は、
主反射鏡１の周縁部側方向（図３中の矢印Ａ方向）となる。
【００３４】
　なお、上述のような区画分けは、図２において必ずしもパイプ部材１０の本数分の区分
けをしなければならないというものではなく、数本をまとめて扇状部分１区画とし、全体
として区画数を減少させるようにしてもよい。
【００３５】
　また、区画間での空気の出入りを許容する場合には、隔壁１４を無くしてもよく、さら
に空気槽１６が全区画の共通の空気槽となるように構成してもよい。
【００３６】
　以上のように、この実施の形態１によれば、主反射鏡１を支持するパイプ部材１０，１
１をセンターハブ９から主反射鏡１の周縁部へ放射状に延在して設け、このパイプ部材１
０，１１の端部開口から流入させた空気を、パイプ部材１０，１１の管内を通してカバー
１２，１３及び主反射鏡１で囲まれる空間へ流入させる送風機１５を備えたので、主反射
鏡１を支持するパイプ部材１０，１１を通して流入した外部空気が支持構造部３内で循環
し、これを媒体として放熱されることから、望遠鏡主鏡部における主反射鏡１を支持する
支持構造部３の熱変形を低減させることができる。これにより、支持構造部３の熱変形に
伴う望遠鏡の指向方向誤差を抑制できる。
【００３７】
実施の形態２．
　図４は、この発明の実施の形態２による望遠鏡主鏡部装置の構造を示す図であり、パイ
プ部材１０，１１に沿った主反射鏡１の鏡軸を含む面で切った場合の断面を示している。
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図４に示すように、この実施の形態２では、ステー部４を構成するパイプ部材の支持構造
部３側の端部付近に送風機１８を設けている。また、ステー部４を構成するパイプ部材の
両端部は、それぞれ副反射鏡２側及び支持構造部３側で開口している。
【００３８】
　送風機１８は、図４中に符号Ｂを付した矢印方向に空気を送出することにより、ステー
部４のパイプ部材の管内空気を、支持構造部３の側面カバー１２、下面カバー１３及び主
反射鏡１の反射鏡パネルで囲まれる空間に向けて送出する。つまり、図４中に矢印ｄで示
すように、ステー部４のパイプ部材の副反射鏡２側の端部開口から流入した空気が、ステ
ー部４のパイプ部材の管内を通って支持構造部３における上記空間に送出される。
【００３９】
　なお、図４に示す例では、側面カバー１２、下面カバー１３及び主反射鏡１で囲まれる
空間に送出する構成を示したが、送風機１８による空気の排出口を下面カバー１３に設け
て、ステー部４のパイプ部材の管内空気を下面カバー１３の排出口から外部へ排出する構
成にしてもよい。
【００４０】
　以上のように、この実施の形態２によれば、副反射鏡２を支持するステー部４を、支持
構造部３に一端が連結したパイプ部材から構成し、このステー部４のパイプ部材の副反射
鏡２側の端部開口から流入させた空気を、ステー部４のパイプ部材の管内を通してカバー
１２，１３及び主反射鏡１で囲まれる空間へ流入させる送風機１８を備えたので、送風時
において、ステー部４のパイプ部材の管内に常に外部空気が通過することになり、日射等
によってステー部４に入力する熱を排熱することができる。
【００４１】
　また、副反射鏡を支持するパイプ部材からなるステー部４を通して支持構造部３内で外
部空気が循環することにより、ステー部４のパイプ部材の軸方向での熱伝達も良くなる。
これにより、ステー部４のパイプ部材の局所的な温度上昇が抑制され、熱変形を低減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】この発明の実施の形態１による望遠鏡主鏡部装置を用いた望遠鏡装置の外観を示
す図である。
【図２】図１中の主反射鏡及び支持構造部を示す斜視図である。
【図３】実施の形態１による望遠鏡主鏡部装置の構造を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態２による望遠鏡主鏡部装置の構造を示す図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１　主反射鏡、２　副反射鏡、３　支持構造部、４　ステー部、５　観測装置、６　仰
角軸部、７　ヨーク部、８　装置架台、９　センターハブ、１０，１１　パイプ部材、１
２　側面カバー、１３　下面カバー、１４　隔壁、１５，１７，１８　送風機、１６　空
気槽。
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